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創立 104 年をむかえて 

 

         暑い暑い毎日が続いており、熱中症で倒れている人が多くいることも報道されてい

ます。皆様、脱水にならないよう、十分にご注意ください。 
        さて、去る７月２５日、大阪では日本三大祭の一つ「天神祭り」の日です。お出かけ    
        になりましたでしょうか。この日、当院にとっては誕生日に当たります。創立が西暦 
        1900 年 7 月 25 日、今年で 104 歳になりました。個人であれば、まず健康に生んでく 

れた親に感謝し、関わってくれた人々に感謝するでしょう。どんなに優秀であれ、血

の汗にじむ努力をしたからといえ一人で立派になれたわけではありません。周囲の方々に育ててもらっ

たことを忘れてはなりません。病院も同様です。創立 104 年を迎えることができたのは、先人達の努力

もさることながら、まず、当院を信頼し、頼って頂いた患者様のおかげです。すなわち患者様に育てて

頂いたと思っております。また、地域の先生方、大学の先生方、そして出入りしていただいた製薬会社

さんはじめ様々な業者の方々、当院医師、看護師はじめ職員のおかげです。全ての方々に感謝あっての

104 年です。本当にありがとうございました。 
私事ですが、勤続 30 年を越えますと病院への愛着も深まり、感謝の気持ちもひとしおで回生病院 104

歳の誕生日を迎えております。加えて、これから 110 年、150 年、200 年と年輪を刻んでゆく覚悟を創

立記念日にあたり新たにしております。今後ともご指導、ご鞭撻の程よろしくお願いいたします。 
（麻酔科部長 久富義郎） 

院是（理念） 
我回生病院は之を永遠に維持し人類の疾患を救療し一視同仁博愛慈善をもって院是とす。 

 
基本方針 

1. 高度な最新の医療をやさしく安全に提供します 
2. 病者の人間性を大事にし、さらにその主体性を尊重し、発揮できる医療を提供します 
3. 地域の中で求められている医療を提供します 
4. 病院職員全員がチームとなり、その能力を充分に生かしあう医療を提供します 
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＜専門外来の紹介＞ ～Ｐａｒｔ.4～   「「「アアアトトトピピピーーー外外外来来来」」」 

 

◎対象症状     ・アトピー性皮膚炎 

             ・全身掻痒、掻破のための痛み、ジュクジュク（浸出液） 

             ・ひび割れによる運動障害 

             ・合併症（脱毛、カポジー水痘様発疹症） 

◎検査内容     ・プリックテスト（パッチテスト） 

            ・血液検査（血液一般・像・IｇＥ（ＲＩＳＴ）・ＩｇＥ（ＲＡＳＴ）・ＬＤＨ等） 

            ・検尿  ・検便（カンジタ培養） 

◎検査機器     ・ドップラーにより末梢循環状態を測定                 庄司昭伸 部長 

◎診察日        毎週 月、水（午前、午後） 

◎予約          要 （庄司医師のみ） 

◎担当医師     庄司昭伸 加藤敦子 青木奈津子 

◎診療内容     ・対症療法、生活指導、ソフトレーザー（生活改善を目的に実施） 

             症状、生活改善の程度などをリンパ節圧痛の程度から説明します。 

着任の挨拶 

 

＜放射線科部長＞   幸 茂男 （サイワイ シゲオ） 

 

昭和５３年広島大学医学部卒業。大阪市立大学医学部放射線医学 

教室入局。平成１２年まで神戸市立中央市民病院放射線科に勤務。 

平成１６年６月まで淀川キリスト教病院に勤務。同年７月より大阪回生 

病院に勤務しております。 

 

◎有資格 

 日本医学放射線学会放射線科専門医    

◎専門                              ◎担当業務 

 放射線（画像）診断学                      月～土まで、消化管造影、ＣＴ、ＭＲＩなど 

 神経放射線診断学（中枢神経、脊髄、小児神経）     の読影業務を担当しています。 

 頭頸部放射線診断学                      各診療科や地域医療機関との連携を 

（眼窩、鼻副鼻腔、側頭骨、咽喉・咽頭）      大切にしています。お気軽に相談ください。 

 脳ドック（ＭＲＩ、ＭＲＡ、ＣＴＡ） 

 人間ドック（胸部、胃、大腸） 
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＜お知らせ＞ 

☆ 医療機関の皆様へ 

＜他の医療機関よりＣＴ・ＭＲＩの検査依頼に際して 一部変更 ＞ 

   
先月号にて「フィルム・検査所見共に配送する事となりました。」とおしらせし、宅配にて配送を

行っておりましたが、8 月より近隣の医療機関様には専任職員が配送させていただくことにな

りました。今後も患者サービスの向上、病診連携の強化に取り組んでいきたいと思います。 

配送時、当院ご利用に際してご意見、ご要望等ございましたお気軽にご相談ください。 

 

※ 遠方の医療機関様よりの紹介の場合は宅配となりますのでご了承ください。 

 

                                                                  

    互恵会 大阪回生病院 
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回 

夏夏ババテテをを防防ごごうう！！  ～栄養管理室発～ 
暑い時は冷たいものを多くとりがちですが、冷たいものを摂りすぎると消化能力が落ちやすくなりま

す。又、暑さで食欲が低下し、たんぱく質やビタミンが不足すると疲れやすくなるため注意しましょう。 

 

◎たんぱく質食品・・・肉類・魚・卵・大豆・大豆製品・牛乳・乳製品など 

◎ビタミン類・・・ビタミン A・C（体の抵抗力を高めます） 

            うなぎ・小松菜・南瓜・人参・ニラ・果物など 

          ビタミンＢ1（糖質をエネルギーにかえ疲労回復を早めます） 

            豚肉・うなぎ・大豆など 

＜夏バテ防止メニュー＞ 「洋風ちらし寿司」 ～酸味は代謝を助け疲労回復に役立ちます～ 

材料（４人分）       合わせ酢             作り方 

ごはん・・・800g      塩・・・小さじ１杯         ①焼き豚・胡瓜・チーズを 5mm 角に刻む 

焼き豚・・・120g      砂糖・・・小さじ２杯        ②トマトをくし形に切る 

チーズ・・・50g       酢・・・大さじ 1 杯         ③合わせ酢を作る 

胡瓜・・・150g       ﾚﾓﾝ汁・・・大さじ 1/2 杯     ④温かいご飯に③を合わせる 

トマト・・・150g       ｻﾗﾀﾞ油・・・大さじ 1/2 杯     ⑤ ④に①を入れ混ぜ合わせる 

                                    ⑥お皿に⑤を盛り付けトマトを添えて できあがり♪♪ 

★ 焼き豚のかわりにﾛｰｽﾊﾑ・ﾂﾅ缶・ちりめんじゃこ、ﾚﾓﾝ汁の代わりにｼｰｸﾜｰｻｰにしてもＯＫ！！ 

 


